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特徴的な思考の形式として r~ しなければならないJ r~すべきだと思う」などを挙げてい
る。また、タイプA行動特性の人が示す考え方や問題との関わり方として、ある要請に対し
て自分で対処したい、あるいはしなければならないと感じる傾向があることが指摘されてい
































データ解析には、汎用統計パッケージ SPSS10.0 J (SPSS Inc， 2001)及び SEFA























































































































(N=1171 (N=1281 (N=1101 (N=1341 
SRS-18合計点 19.09 16.80 1.47 2D.42 17.22 2.07 
(12.93) (11.54) (12.34) (11.74) * 
抑うつ・不安 7.00 5.89 1.76 7.81 5.93 2.99 
(5.39) (4.38) (5.18) (4.65) * 
不機嫌・怒り 5.67 4.59 1.90 5.59 4.99 1.05 




7.02 6.30 1.27 
(4.32) (4.53) (4.63) (4.19) 
問題焦点型 6.29 6.35 -0.17 6.15 6.54 
(2.94) (3.54) (3.25) (3.34) 
制0.94
情動焦点型 5.28 5.29 -0.02 5.29 5.18 
(2.80) (3.20) (2.90) (3.13) 
0.29 
回避・逃避型 9.79 9.60 0.30 9.24 9.81 
(5.23) (4.19) (4.99) (4.67) -0.92 
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